
 
 

 
 

 
 

 

                            

6/27
教
授
総
会
塾
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

塾
長 

君
和
田
毅 

 

今
期
は
、
か
し
ま
灘
楽
習
塾
が
平
成
１８

年
４
月
に
発
足
し
て
か
ら
、
１６
期
目
を
迎

え
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
３
月
の
開
講
式
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
不
安
の
中
、
4
月
開
講
講
座
95
、
塾

生
956
名
、
教
授
（
含
む
開
講
予
定
）
67
名

で
開
講
出
来
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
詳
細
の
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
事

務
局
よ
り
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
市
民
全
員
が
接
種
す
る

に
は
も
う
暫
く
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
教
授

の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
３
密
を
避
け
て

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
講
座
運
営
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
様
な
中
で
、
先
ほ
ど
名
誉
教
授
と
博

士
号
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
渡
り
、

か
し
ま
灘
楽
習
塾
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
事
に
、
改
め
て
心
よ
り
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

た
だ
残
念
な
事
は
、
今
回
博
士
の
称
号
を

得
た
方
が
２４
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
、
学

位
記
希
望
５
名
、
博
士
会
入
会
4
名
。
博

士
会
の
入
会
が
、
任
意
と
は
言
え
、
こ
こ
数

年
、
参
加
す
る
人
も
入
会
す
る
人
も
減
少
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
よ
り
良
い
博
士
会
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
？
今
後
も
皆
さ
ま
か

ら
様
々
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
、
検
討
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
総
会
は
、
講
座
と
人
数
が
確
定
し

た
の
で
、
予
算
の
審
議
と
教
授
の
紹
介
及
び

先
ほ
ど
行
わ
れ
た
各
学
部
別
教
授
会
の
報

告
、
並
び
に
こ
れ
か
ら
発
表
し
て
も
ら
う
活

性
化
計
画
が
主
な
議
題
で
す
。 

こ
の
様
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り

と
仕
組
み
を
見
直
す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。 

「
ピ
ン
チ
」
の
反
対
は
「
チ
ャ
ン
ス
」
で
も

あ
る
の
で
す
。
そ
の
為
に
は
、
事
業
部
体
制

の
充
実
を
図
り
、
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、

運
営
役
員
会
で
塾
生
の
声
を
取
り
入
れ
な

が
ら
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
は
、
「
学
ぶ
事
も
生
き

が
い
な
ら
ば
、
教
え
る
事
も
生
き
が
い
」
で

す
。
こ
の
生
き
が
い
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
希
望
を
な
く
し
て
し
ま
う
事
に
な
り

ま
す
。
生
き
が
い
は
、
市
民
が
健
全
な
生
活

を
送
る
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

先
行
き
が
見
え
な
い
今
、
私
達
は
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
活
を
送
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
て
３
密

を
さ
け
な
が
ら
安
全
・
安
心
な
塾
と
し
て
、

運
営
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
コ
ロ
ナ
に
対

し
て
恐
怖
を
抱
い
て
い
る
事
と
思
い
ま
す

が
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
楽
し
み
も
ま

た
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す 

。 

１７
期
の
募
集
を
語
る
の
は
時
期
尚
早
と

は
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
取
り

入
れ
、
活
性
化
計
画
が
実
現
出
来
る
よ
う
、

講
座
の
あ
り
方
や
塾
生
募
集
の
仕
方
な
ど
、

市
報
や
各
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
新
し
い
か

し
ま
灘
楽
習
塾
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
が
早
期
に
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
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第
１６
期
役
員
紹
介 

塾
長 

 
 

 
 

 
 

 

君
和
田 

毅 

副
塾
長 

 
 

 
 

 
 

山
来 

 

恵
子 

副
塾
長 

 
 

 
 

 
 

桐
沢
い
づ
み 

教
養
学
部
長 

 
 

 
 

古
川 

武
彦 

 
 

 
 

 

副
学
部
長 

 
 

石
井 

天
晟 

 

代
表
リ
ー
ダ
ー 

 
 

原 
 

道
子 

第
一
文
芸
学
部
長 

 
 

秋
山 

心
蘭 

 
 

 

副
学
部
長 

 
 

横
田
美
知
子 

 

代
表
リ
ー
ダ
ー 

 
 

大
川 

 

雅 

第
二
文
芸
学
部
長 

 
 

鳴
海 

範
子 

 
 

 

副
学
部
長 

 
 

大
野 

美
恵 

 

代
表
リ
ー
ダ
ー 

 
 

小
原
夕
美
子 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長 

石
井 

 
 

環 
 

 
 

副
学
部
長 

 
 

今
野
ま
ゆ
み 

 

代
表
リ
ー
ダ
ー 

 
 

板
垣 

春
江 

事
業
部
長 

 
 

 
 

 

桐
沢
い
づ
み 

顧
問 

 
 

 
 

 
 

 

西
岡 

邦
彦 

塾
外
理
事 

（
鹿
嶋
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
長
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

増
田
由
紀
子 

塾
外
理
事 

 
 

 
 

 

大
川 

文
一 

監
事 

 
 

 
 

 
 

 

田
中 

 

栄 
 

 
 

監
事 

 
 

 
 

 
 

 

高
安
み
ど
り 

事
務
長 

 
 

 
 

 
 

清
水 

和
江
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第

16
期
授
与
式 

   
 

 

 
 

    

       

名
誉
教
授 

                          
 

浜
田
美
沙 

                     

お
め
で
と
う 

 
 
 
 

ご
ざ
い
ま
し
た 

  

                      

教
授
総
会 

承
認
事
項 
 

◉
塾
生
募
集
結
果
と
確
定
講
座
承
認 

 

◉
改
）
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

◉
15
期
決
算
報
告 

 

◉
16
期
４
月
開
講
予
算 

 
 

 
 

―
事
業
部
発
表
― 

 
 

 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
「
活
性
化
計
画
」 

 
 

～
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ 

 
 

 
 

 
 

 

検
討
す
べ
き
こ
と
～ 

 

活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
や
れ
る
こ
と 

 

か
ら
随
時
実
行
予
定
。 

  

                     

注
意 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業 

 
 

 
 

市
民
セ
ン
タ
ー
利
用
不
可 

 
 

 
 

 
 

7/14
～
8/9 

 
 

 
 

事
務
局
休
み
7/14
～
8/16 

   
来
年
度
新
規
講
師
募
集 

 

ど
な
た
で
も
講
師
と
し
て
教
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
、
教
え
る
楽
し
み
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
！
ま
た
、
お
知
り
合

い
の
方
を
ご
紹
介
下
さ
い
。 

申
問 

事
務
局
㈫
～
㈮
9
時
か
ら
16
時 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

☎
0299-
85
―

2601 

楽
習
塾
の
窓 

 
 

皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
！ 

 
 

 

興
味
が
あ
る
講
座
に
空
き
が
あ
れ
ば
、 

 
 

 

今
か
ら
で
も
入
会
で
き
ま
す
～ 

 

や
さ
し
く
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
♪
（
午
後
） 

 
 

第
2・4
㈮
13：40
～
15：40 

 
 

 
 

 
 

 

教
授 

小
須
田
征
子 

問
講
座
の
好
き
な
所
・
ど
ん
な
と
こ
ろ
が

楽
し
い
で
す
か
？ 

 

・
み
ん
な
で
音
を
合
わ
せ
て
弾
く
こ
と
が 

 

楽
し
い
。 

・
い
つ
も
褒
め
て
の
ば
し
て
く
れ
る
。 

・
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
教
え
て
下
さ
る
の 

 

で
覚
え
や
す
い
。 

・
先
生
は
い
つ
も
笑
顔
。
そ
の
笑
顔
が
自 

 

分
た
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
講 

 

座
に
来
る
の
が
楽
し
い
し
、
先
生
の
様 

 

に
年
齢
を
重
ね
た
い
で
す
。 

  
 

 
 

            

名
誉
教
授

1
名 

第

16
期
で
１０
年
目 

博
士
号
24
名 

１５
単
位
以
上
受
講
で
授
与 

 

収入計 1,796,016 円

支出計 1,676,051 円

残額 119,965 円

収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（円）

修正予算 決算 増減

202,669 202,669 0

1,337,500 1,339,000 1,500

4,831 4,347 △484

250,000 250,000 0

1,795,000 1,796,016 1,016

支出の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

修正予算 決算 増減

会議費 10,000 9,762 △ 238

学部活動費 20,000 6,819 △ 13,181

イベント費 20,000 3,500 △ 16,500

視察研修費 0 0 0

50,000 20,081 △ 29,919

消耗品費 50,000 60,272 10,272

通信費 85,000 80,975 △ 4,025

印刷製本費 70,000 62,700 △ 7,300

備品購入費 0 0 0

OA機器保守 50,000 33,924 △ 16,076

人件費 1,353,480 1,320,280 △ 33,200

団体事務所費 44,000 43,421 △ 579

光熱費 30,000 29,344 △ 656

雑費 30,000 25,054 △ 4,946

1,712,480 1,655,970 △ 56,510

32,520 0 △ 32,520

0 0 0

1,795,000 1,676,051 △ 118,949

積立金の部 　単位（円）

第11期 第12期 第13期 第14期 第15期 合計

300,000 100,000 100,000 300,000 △250,000 550,000

雑収入 　 会計監査料寄付、未使用はがき交換、銀行利息

小計 　

積立金取崩

合計

科目 内　容

事
業
費

　 役員会弁当（8,000円）、役員会お茶代（1,762円）

　 第一文芸学部成果発表展

第15期決算
平成2年4月1日～令和3年3月31日

科目 内　容

運営費    塾生分 970名　教授分　68名

繰越

合計

積立金

募集パンフレット（60,500円）、他

予備費

   学部別教授会、事務経費

小計

保守点検人件費、ウイルスソフト

事
務
所
経
費

インク、用紙、他

電話料、プロバイダー、他

人件費、役員手当

団体事務所借用費

電気料

水、コーヒー、ゴミ袋、他

　 視察受け入れ、他

積立金


